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町職員採用試験（2回目）のお知らせ令和4年度

■
行
政（
高
校
卒
業
程
度
）

◇
試
験
日
・
内
容

・
第
１
次
試
験
日　
10
月
２
日（
日
）

・
試
験
内
容　
教
養
試
験
、
職
場
適
応

性
検
査
、
作
文
試
験

・
第
２
次
試
験
日　
10
月
16
日（
日
）

・
試
験
内
容　
口
述
試
験

■
行
政（
社
会
人
経
験
）お
よ
び
保
健
師

◇
試
験
日
・
内
容

・
第
１
次
試
験
日　
10
月
２
日（
日
）

【
採
用
職
種
な
ど
】

■
行
政

◇
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

◇
受
験
資
格

・
高
校
卒
業
程
度

　
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

・
社
会
人
経
験

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
民
間
企
業
な
ど
の
職
務
経
験

や
知
識
が
一
般
行
政
職
と
し
て
の
職

務
に
活
か
せ
る
人

■
保
健
師

◇
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

◇
受
験
資
格

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
保
健
師
の
資
格
を
保
有
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
末

ま
で
に
同
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人

・
試
験
内
容

　
職
場
適
応
性
検
査
、
作
文
試
験

・
第
２
次
試
験
日　
10
月
16
日（
日
）

・
試
験
内
容　
口
述
試
験

■
試
験
場
所　
田
布
施
町
役
場

■
受
験
申
込　
提
出
書
類
は
次
の
と
お
り

◇
受
験
申
込
書（
全
職
種
共
通
）

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
む

◇
自
己
紹
介
書
（
社
会
人
経
験
お
よ
び

保
健
師
の
み
提
出
）

　
任
意
様
式
で
Ａ
４
サ
イ
ズ
１
枚
程
度

※
必
須
事
項
は
職
務
経
歴
、志
望
動
機
、

自
己
Ｐ
Ｒ
で
す
。

・
受
験
申
込
書
は
総
務
課
総
務
係
の
窓

口
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
請
求
の
場
合
は
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号

Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
同
封
し
総
務
課
総

務
係
宛
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
受
験
申
込
書
の

様
式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
受
付
期
限　
９
月
12
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
曜
、
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
・
問
合
せ
先　
総
務
課
総
務
係

　
☎
０
８
２
０
‐
52
‐
２
１
１
１

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
採
用

試
験
受
験
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■米寿・白寿のお祝い
　　9月 1日現在で、米寿（88歳）、白寿（99歳）
の人に記念品を贈呈します。9月中旬ごろ、該
当する人に送付します。

◇対象者
①米寿（昭和 8年 9月 2日～昭和 9年 9月 1日
に生まれた人）
②白寿（大正 11 年 9月 2日～大正 12 年 9月 1
日に生まれた人）

■長寿お祝い金
　　9 月 1 日現在で、80 歳（昭和 16 年 9 月 2
日～昭和 17年 9月 1日に生まれた人）、90歳
（昭和 6 年 9 月 2 日～昭和 7 年 9 月 1 日に生
まれた人）の人に長寿お祝い金を給付します。
　※対象者には、9月中旬に案内を発送します。
■問合せ先
　健康保険課長寿支援係
　☎ 52-5809

　町では、町職員の募集を行っています。採用職種や申込み方法などの詳細は、下記のとおりです。

＝ たぶせ敬老イベントを開催しませんか ＝

　令和 4年度より、高齢者が参加しやすい小規模な敬老イベントの開催を推奨しています。
　既存の団体や、さまざまな町民のグループによる自主的な企画で、地域の皆さんと高齢者がつながりを深め
る敬老イベントを町が支援します。
　開催を予定される場合は、健康保険課長寿支援係にご相談ください。なお、各イベントの開催情報は、広報
や町ホームページで公開します。
　※詳細は、広報 6月 10日号の 11ページまたは町ホームページをご確認ください。
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■寄附金の使途について
◇子育て支援事業…16,016千円
　（乳幼児医療給付費など）
◇保健福祉事業…7,013千円
　（高齢者いきいき館事業など）
◇教育環境整備事業…4,550千円
　（給食センター設備整備事業など）

『ふるさと寄附金』のご寄附ありがとうございました　（令和3年度分）

※公表について承諾いただいた人は、町のホー
ムページにお名前を掲載しています。
　ご寄附いただきありがとうございました。

　令和3年度に田布施町にお寄せいただいた『ふるさと寄附金』の寄附額は、53,081,410円（8,729
人）となりました。いただいたご寄附は、次のように活用しました。

◇環境整備事業…6,523千円
　（馬島し尿処理事業など）
◇町長に一任など、その他…18,979千円
　（中学校昇降機等整備事業など）

原油価格・物価高騰の対応や
新型コロナウイルスの感染拡大防止などの町独自対策【第８弾】

　町では、原油価格・物価高騰への対応や新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、第８弾とな
る独自支援などを実施します。詳細は、それぞれの窓口にお問い合わせください。

１．小・中学校給食費物価高騰差額補助事業 2022１．小・中学校給食費物価高騰差額補助事業 2022

　　物価高騰による学校給食費の値上げ分を補助
し、間接的に子育て世帯への経済的支援を実施し
ます。これにより、保護者の経済的負担を増やす
ことなく学校給食の質を維持し、適切な栄養価の
給食の提供を通じて、児童・生徒の健康の保持増
進を図ります。

◇期間　7か月分（令和4年9月1日～令和5年3月31日）
◇補助額
・小学校　1食 250 円　不足額（1食あたり 30円
（14％上昇分））を町が負担
・中学校　1食 290 円　不足額（1食あたり 40円
（14％上昇分））を町が負担

２．バス路線 IC カード（ICOCA）導入補助事業２．バス路線 IC カード（ICOCA）導入補助事業

　　防長交通（株）が路線バス・高速バスに搭載す
る『IC車載器』などの導入に対して補助します。

３．庁舎等デジタル推進事業３．庁舎等デジタル推進事業（田布施町DX推進事業）（田布施町DX推進事業）  

①対面式キャッシュレス決済用 POS レジスター購入
　　来庁者のニーズにあわせて多彩な決済方法に対
応します。さらに現金やレシートの受け渡しがな
く衛生的で、感染症対策に繋がります。

②次世代型モニター購入
　　庁内会議の効率化やペーパレスによるコスト削
減を図ることが期待できます。また、災害時には、
写真などが遠隔地から転送できる機能などを搭載
しています。

４．防災・避難所備品等整備事業４．防災・避難所備品等整備事業

　　避難者の健康管理や避難所の衛生管理、避難者
スペースの十分な確保などへの対応のため、物資
や資材などを整備します。

５．保健センター備品整備事業５．保健センター備品整備事業

　　防災機能を兼ね備えた『保健センター』に、避
難者の感染症対策と健康管理・衛生管理への対応
のため、環境衛生備品を購入します。

６．その他の環境衛生整備事業６．その他の環境衛生整備事業

・麻郷公民館改修工事
　　（1階ロビーの排煙窓（換気窓）の改修）
・文化財調査室改修工事
　　（玄関網戸の取付と手洗い器取付）
・車庫棟改修工事
　　（既存棟を改修し、事務作業スペースを確保）
・ゆめはな花壇整備事業

■問合せ先
◇施策番号 1　学校教育課（給食センター）　☎ 52-2714
◇施策番号 2　経済課　☎ 52-5805
◇施策番号 3- ①　町民福祉課　☎ 52-5810

◇施策番号 3- ②　企画財政課　☎ 52-5803
◇施策番号 4　総務課　☎ 52-5802
◇施策番号 5　健康保険課　☎ 52-5809

問企画財政課  企画係　☎ 52-5803



2022　８/12 号2022　８/12 号 ４４

9 月１日は防災の日！　災害時の食の備えは大丈夫？
　今後、30年以内に 70～ 80％の確率で発生が想定されている南海トラフ巨大地震は、土砂崩れや津波など
をともない、甚大な被害をもたらします。ライフラインが絶たれたり、道路が寸断されて物流が滞れば、食料
品や日用品、着替えなど、多くのものが長期間手に入らなくなってしまいます。
　これまでの災害では、ライフライン復旧まで１週間以上、災害支援物資は到着に３日程度かかることが多く、
物流機能の停止によって、１週間は食料が手に入られないことが想定されます。火や水がなくても過ごせる非
常用の食料を、可能であれば１週間分、最低でも３日分は備えておきましょう。

◇ 1 人分の食料備蓄リスト（成人）

水・飲料 水、お茶、清涼飲料水
など

　調理に使う分も含め１日約 3L。3L × 3 日分＝ 9L を目安に備えて
おきましょう。水の他に好みのお茶や清涼飲料水があると、被災後の
緊張も和らぎやすくなります。

主食
レトルトご飯、アルファ
米、パン、乾パン、カッ
プ麺、米、乾麺など

　レトルトご飯やアルファ米を 3 日分で 7 食、これにパンを 1 食、カッ
プ麺を 1 食程度備えておきましょう。カセットコンロがあれば調理
ができるので、米（１食 0.5 合＝ 75g）や乾麺（１食約 100g）を
余分に備えておきましょう。

主菜
カレーなどのレトルト
食品類、肉や魚の缶詰、
豆類の缶詰など

　肉や魚、豆類などタンパク質を補給できるものを中心に、普段から
食べ慣れたものを準備しておくとよいでしょう。１食１～２品が目安
となり、3 日分だと 9 ～ 18 品程度になります。

副菜

乾燥海苔、乾燥ワカメ、
鰹節、切り干し大根な
どの乾物、パックの野
菜ジュースなど

　栄養が主食の糖質や主菜のタンパク質・脂質に偏ってしまいがちで
す。乾物を活用してその他の栄養素を補いましょう。好みや必要なも
のを考え、適量を用意しておきましょう。

その他

飴やチョコレート、ビ
スケットなどの嗜好
品、栄養補助食品、調
味料やふりかけなど

　好きなものを食べたり、味を自分好みに変えたりすることで、精神
的な安定につながります。また、間食はエネルギーの補給にも役立ち
ます。自分があると良いと思うものを備えておきましょう。

※食物アレルギーや食べ物の好みなどを考慮し、食べる人に合った食べ物を備えておきましょう。

◇高齢者や乳幼児がいる場合の食料備蓄リスト

高
齢
者
の
備
蓄

レトルトやアルファ米
のおかゆ 　その人の状態に応じ、食べられる主食を用意しておきましょう。

インスタント味噌汁や
スープ 　塩分の制限がある人は減塩タイプのものを備えましょう。

栄養補助食品 　食欲が落ちやすいので、ゼリーや飲料タイプの栄養補助食品がある
と安心です。

乳
幼
児
の
備
蓄

乳幼児ミルク 粉ミルクや液体ミルクなど、哺乳瓶も一緒に準備をしておきましょう。

ベビーフード 紙コップや使い捨てスプーンも備えておきましょう。

　特別な防災用品に限らず、普段から災害時にも食べられるような食材や加工食品を買っておき、使った分
だけ新しく買い足すことで、常に一定量の食料を家に備蓄しておく方法のことです。備蓄している食料を把
握しやすく、賞味期限切れや買い忘れを防ぐこともできます。栄養不足を防ぐために、主食・主菜・副菜の
バランスがよくなるように備えておきましょう。

◇ローリングストックとは
問
総
務
課　
☎
52-

５
８
０
２
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■
制
度
の
概
要

　
こ
の
制
度
は
、
台
風
や
地
震
な
ど

の
災
害
時
に
、
避
難
支
援
の
必
要

な
人
が
事
前
に
『
災
害
時
避
難
行

動
要
支
援
者
』
と
し
て
登
録
し
て

お
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
支
援

を
受
け
、
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。
町
は
避
難

の
支
援
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
台

帳
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
（
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
含

む
）

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
身
体
障
が
い
者
の
う
ち
障
害
程
度

が
１
級
お
よ
び
２
級

④
知
的
障
が
い
者
の
う
ち
療
育
手
帳

Ａ
⑤
①
～
④
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
人

お
よ
び
本
制
度
の
支
援
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
人

　
（
要
介
護
認
定
（
要
介
護
度
３
以

上
）
の
人
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
人
な
ど
）

■
支
援
の
内
容

◇
避
難
情
報
（
高
齢
者
等
避
難
、
避

難
指
示
）
の
伝
達

　
次
の
順
番
で
情
報
伝
達
を
行
い
ま

す
。

①
避
難
行
動
要
支
援
者
（
本
人
）

②
避
難
支
援
者
（
避
難
支
援
プ
ラ
ン

で
指
定
す
る
順
番
に
連
絡
）

③
緊
急
時
の
連
絡
先
と
し
て
指
定
さ

れ
た
家
族
・
親
族
な
ど

④
担
当
民
生
児
童
委
員

■
避
難
支
援

　
避
難
情
報
の
発
令
時
に
、
申
請
者

が
支
援
プ
ラ
ン
の
中
で
定
め
た
支

援
者
が
、
避
難
所
へ
の
移
動
の
付

き
添
い
や
車
で
の
搬
送
な
ど
を
行

い
ま
す
。

■
登
録
方
法

　
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
町
民
福

祉
課
福
祉
係
（
１
階
④
窓
口
）
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
町
民
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
52
‐
５
８
１
０

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　城南自治会の東福輝彦さんより、ボート（５人
乗り）と船外機などの寄附がありました。住宅地
などが浸水した際などに使用していきます。

　光東株式会社（本社：下松市）より屋内用防災
テント 50基の寄附がありました。
　大規模災害時に避難所での感染予防対策やプラ
イベート空間を確保できるテントとして使用して
いきます。

災害時協力井戸 ( ボーリング井戸など）登録の募集について
◇災害時に井戸水を生活用水として提供いただ

ける井戸を募集
　　個人や事業所などが所有する井戸を『災害
時協力井戸』として登録し、災害時、地域住
民に生活用水の使用を目的とした井戸水をご
提供していただくものです。
　※飲料水供給が目的ではありません。
◇災害時協力井戸の登録要件
・町内に所在する電動式、手動式または電動・
手動式併用式のポンプ井戸で、現在、使用し
ていて、今後も引き続き井戸として使用を予
定していること。

・洗面、洗濯およびトイレ洗浄などの生活用水
として使用できる水質であること。
・所有者や所在地などを公表できること。
◇登録の流れ
①井戸の所有者または管理者が総務課消防・防
災担当へ電話する（☎ 52-5802）
②職員が訪問し井戸の状況を確認し、所有者な
どが『登録申込書』に記載
③登録後、町ホームページなどで井戸の所在地
などを公表するとともに、自主防災組織など
に情報提供

問
総
務
課　
☎
52-

５
８
０
２

防災用品の寄附がありました
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マイナンバーカードを取得して『マイナポイント』を受け取りましょう
　マイナポイント第２弾でマイナポイント（最大 2 万円分）を取得するためには、マイナンバーカードを取
得する必要があります。

　マイナンバーカードの申請方法は、次の４通りです。
①スマートフォンで申請
②パソコンで申請
③証明用写真機での申請
④郵便で申請
　マイナンバーカードは、確定申告や健康保険証として利用できるだけでなく、コンビニでの住民票などの発
行（田布施町では令和４年度中に導入予定）にも利用できます。
　マイナポイントの対象となるカードの申請期限は９月末までとなっていますので、早めの申請をお願いします。

◇マイナンバーカード交付申請書（J-LIS からの送付）を活用しましょう

　　マイナンバーカードをまだお持ちでない人を対象に、７月下旬から９月上旬にかけて、オンライン申請用
QRコード付きマイナンバーカード交付申請書が、『地方公共団体情報システム機構（J-LIS）』より順次送
付されます。
　　申請書に記載のQRコードをスマートフォンなどで読み取ることにより、簡単に申請ができます。

① 75歳以上で、令和２年度または令和３年
度に後期高齢者医療広域連合からマイナン
バーカード交付申請書が送付されている人
②令和４年１月１日以降に出生または国外か
ら転入した人
※出生時または転入時に地方公共団体情報
システム機構（J-LIS）から、個人番号
通知書などと一緒に交付申請書が送付さ
れています。

マイナポイント事業公式サイト
『マイナンバーカードの取得方法』

マイナンバーカードの健康保険証
利用について（厚生労働省）

公金受取口座登録制度（デジタル庁）

③在留期間の定めのある外国人住民の人
※地方出入国在留管理局でマイナンバー
カードの交付申請などについてお知らせ
をしています。

④配偶者からの暴力（DV）、ストーカー行
為など、児童虐待およびこれらに準ずる行
為の被害者として、住民票の住所と異なる
居所情報を登録している人

◇問合せ先
　町民福祉課住民係（１階②窓口）
　☎ 52-5811

＝ 次の人には、交付申請書は送付されません ＝

【 見本 】
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　柳井商工会議所では、『創業を検討している人』から『創業後5年未満の人』を対象に創業塾を開講します。創
業に必要な知識、手続き、計画づくりなどわかりやすく解説します。
　すでにアイデアをお持ちの人や現在の職種から独立を考えている人、いつか自分で事業をしてみたいと考え
ている人、創業はしているが改めて経営について学び直したい人など、意欲のある人は、ぜひこの機会をご利
用ください。（田布施町特定創業支援事業に認定されている事業）

◇開催日時
　９月22日（木）・29日（木）・10月6日（木）・
13日（木）・20日（木）・11月12日（土）
　各回　午後６時30分～午後８時30分
　※最終日のみ午後１時30分～午後５時です。
◇会場　柳井商工会議所１階研修室
◇定員　10人
　※定員になり次第、申し込みを締め切ります。
◇対象者
　創業を考えている人、創業後5年以内の人

『やない創業塾』　第 10期受講生を募集します

◇受講料　3,000円（全６回分）
◇申込方法
　申込フォーム（下記QRコード）もしくはメー
ルにて申し込む

◇申込み・問合せ先
　柳井商工会議所中小企業相談所
　〒742-8645
　柳井市中央2-15-1
　☎22-3731
　E-mail　soudan@yanaicci.or.jp

　特別児童扶養手当を受給している人は町から通知を送付しますので、必要書類を添付の上、所得状況届を提
出してください。この届出に基づき、受給資格や所得などを確認し、その年の８月～翌年７月までの手当の支
給要否を認定します。
　所得状況届を提出しないと手当の支払いが差し止められることがありますのでご注意ください。

◇提出期間　８月 12日（金）～９月 12日（月）

問町民福祉課  児童係　☎ 52-5810

『特別児童扶養手当』の所得状況届の提出をお願いします

　次の日程でウォーキングを実施します。お気軽に
参加してください。
◇日時・場所
・８月７日（日）午前５時30分　田布施地域交流館
・８月14日（日）午前５時30分　麻郷公民館
・８月21日（日）午前５時30分　浜城集会所（防災
センター）
・８月28日（日）午前５時30分　田布施地域交流館
・９月４日（日）午前10時　麻里府渡船場
　馬島散策　（行き）麻里府　午前10時20分発
　※参加料1,000円、渡船料持参してください。
　※状況によっては、場所が変更になる場合があります。
・９月25日（日）午前８時30分　西田布施公民館
　※状況によっては、場所が変更になる場合があります。
　※10月以降も、順次開催予定です。
　※悪天候の場合は中止とします。
◇問合せ先　遊歩クラブ（鳥越）　☎090-7370-5814

【 魅力再発見ウォーキング 】
◇日時　10月８日（土）
　午前９時～午後４時（予定）
◇場所　TAIKOスポーツセンター田布施
◇内容　スポーツ体験ブース、出店、その他
※３年ぶりの開催となり、万全な感染防止対策を
講じながら開催します。詳細は、町ホームペー
ジなどでお知らせします。
※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、
予定を変更する場合がありますので、ご了承く
ださい。

◇問合せ先　TAIKOスポーツセンター田布施
　☎52-3832

【 たぶせスポーツまつり 】
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６/20 暑中見舞いはがきを寄贈

　今年も田布施ライオンズクラブ（田布施LC）から、
青少年健全育成活動の一環として、『サンキュー絵は
がき（暑中見舞いはがき）』が田布施町内小・中学校の
全児童生徒に一人一枚ずつ寄贈されました。
　最近ではSNSの利用が増え、手紙やはがきを書
く機会が減っているので、子どもたちが直筆で書い
た手紙の温かさや喜びを再認識して、大切な人に感
謝の気持ちを伝える機会にしてほしいとの思いが込
められています。

　
地
域
資
源
を
活
用
し
、
起
業
を
通
し
て
地
域
を
活
性
化
す
る
人
材
の
育
成
を

め
ざ
す
講
座
で
す
。
今
回
は
地
域
づ
く
り
、
実
践
講
座
の
ご
案
内
で
す
。

■
実
践
講
座
『
社
長
に
な
ら
な
い
起

業
の
可
能
性
』

◇
講
師　
東
純
一
氏
（
周
防
大
島
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
元
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
業
店
舗
運
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）

◇
会
場　
東
田
布
施
公
民
館

◇
日
時　
９
月
３
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
地
域
づ
く
り
講
座
『
発
酵
で
食
品

の
価
値
を
生
か
す
』

◇
講
師　
安
井
和
美
氏

　
（
発
酵
教
室「
Ｕ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」主
宰
）

◇
会
場

　
し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

◇
日
時　
９
月
６
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
実
践
講
座
『
地
域
の
素
材
を
使
っ

て
商
品
開
発
を
し
て
み
よ
う
！
』

◇
講
師　
濱
田
泰
氏

　
（
株
式
会
社
コ
ア
代
表
取
締
役
社
長
）

◇
会
場　
上
関
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
日
時　
９
月
17
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
地
域
づ
く
り
講
座
『
若
者
た
ち
を

社
会
へ
導
く
‐
教
育
者
×
企
業
人

の
視
点
に
よ
る
人
材
育
成
‐
』

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

田
布
施
町
生
涯
学
習

田
布
施
町
生
涯
学
習

芸
能
発
表
会

芸
能
発
表
会

問
社
会
教
育
課　
☎
52
‐
５
８
１
３

◇
日
時　
９
月
４
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

◇
主
催　
田
布
施
町
文
化
協
会

◇
後
援　
田
布
施
町
教
育
委
員
会

◇
出
演
団
体
（
13
団
体
）

　

雪
峰
流
竹
柳
舘
波
野
吟
詠
会
・
吟
剣

詩
舞
道
雪
峰
流
・
田
布
施
歌
謡
教
室
・

レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
田
布
施
・
西
田
布
施

歌
謡
教
室
・
た
ぶ
せ
竹
楽
坊
・
ふ
れ

あ
い
う
た
く
ら
ぶ
・
懐
し
の
歌
教
室
・

琉
球
國
祭
り
太
鼓
山
口
支
部
・
ひ
ま

わ
り
歌
謡
教
室
・
麻
里
府
歌
謡
教
室
・

杖
道
田
布
施
教
室
・
鎭
心
会
居
合
道

教
室

◇
来
館
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

・
マ
ス
ク
は
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
来
場
時
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。（
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
記
入
な
ど
）

・
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
来
場
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。

島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス
起
業
家
育
成
地
域
づ
く
り
・
実
践
講
座

◇
講
師　
黒
川
康
生
氏
（（
株
）
丸
久

人
事
能
力
開
発
部
指
導
役
、
防
府

市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、

元
県
立
高
校
商
業
科
教
員
）

◇
会
場　
柳
井
市
中
央
公
民
館

◇
日
時　
９
月
24
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
地
域
づ
く
り
講
座
『
平
生
町
か
ら

食
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
』

◇
講
師　
行
平
真
也
氏
（
九
州
産
業

大
学
地
域
共
創
学
部
地
域
づ
く
り

学
科
講
師
）

◇
会
場　
曽
根
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
日
時　
９
月
30
日（
金
）

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
方
法

　

名
前
、
受
講
会
場
、
連
絡
方
法

を
申
込
み
先
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
７
４
２
‐
２
１
９
３

　
周
防
大
島
町
小
松
91
‐
４

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

　
☎
０
９
０
‐
７
９
７
９
‐
４
６
１
５

　

E-m
ail　

npo-shim
aplus@

sea.icn-tv.ne.jp

（右から田布施LCの事務委員長の齋藤さん、会長の三重野さん、教育長、田布施郵便局長の渡邊さん）
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相
談
員　
　
安
村　
裕
美

『
手
当
て
』
が
で
き
る
支
援
を

　
ゆ
う
な
ん
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー『
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
』は
、
児
童
福

祉
法
に
基
づ
き
、
関
係
諸
機
関
と
連
携

し
て
、
地
域
の
子
ど
も
や
家
庭
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
子
育
て
の
負
担

を
軽
く
す
る
手
立
て
を
保
護
者
と
一
緒

に
考
え
、
不
適
切
な
養
育
を
未
然
に
防

ぎ
、
虐
待
の
早
期
発
見
と
早
期
対
応
、

再
発
防
止
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
第
６
条
に

は
、『
生
き
る
権
利
・
育
つ
権
利
』、

第
12
条
に
は
『
意
見
を
表
す
権
利
』、

第
13
条
に
は『
表
現
の
自
由
』が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
子
ど

も
に
は
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
が

あ
り
、
そ
の
た
め
自
分
の
意
見
を
表

明
で
き
、大
人
は
そ
れ
に
耳
を
傾
け
、

そ
れ
を
守
る
権
利
が
あ
る
。」こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

　
不
適
切
な
養
育
を
受
け
た
子
ど
も

は
、「
自
分
が
悪
い
か
ら
。」「
話
し
て

も
誰
も
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
。」と
思

い
、
誰
に
も
言
え
ず
、
無
力
感
と
悲

し
み
を
抱
え
、
１
人
で
傷
つ
い
て
い

ま
す
。
虐
待
や
し
つ
け
と
称
し
た
暴

力
・
暴
言
は
、
子
ど
も
の
脳
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
、
転
ん
だ
と
き
、「
痛

い
の
痛
い
の
飛
ん
で
い
け
。」と
手
当

て
し
て
も
ら
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う

に
、
傷
つ
い
た
心（
脳
）も
、
誰
か
が

気
づ
き
、『
手
当
て
』が
必
要
で
す
。

　
何
が
あ
っ
た
の
か
事
実
関
係
だ
け
を

『
尋
ね
る
』の
で
は
な
く
、
ま
ず
子
ど
も

の
い
ろ
ん
な
思
い
が
混
ざ
っ
た
、
人
に

話
し
て
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と

思
っ
て
い
る
気
持
ち
を
、
た
だ
「
そ
う

な
ん
だ
。」「
そ
れ
は
つ
ら
い
ね
。」と
共

感
し
、「
大
丈
夫
だ
よ
。」
と
伝
え
る
こ

と
か
ら
、
支
援
が
始
ま
り
ま
す
。

　
『
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
』
は
、
悩
ん
で

い
る
子
ど
も
や
家
族
が『
言
え
る
誰
か

が
い
る
場
所
』で
す
。
打
ち
明
け
て
く

れ
た
こ
と
を
「
よ
く
話
し
て
く
れ
た

ね
。」
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、
す
べ
て

の
人
の
『
健
康
に
生
き
る
権
利
』
を
尊

重
し
、
一
緒
に
考
え
、
応
援
し
て
い

く
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
本
誌
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
情
報
）

ゆ
う
な
ん
こ
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー『
ポ
コ・ア・ポ
コ
』

☎
56
‐
７
３
０
０

地
域の

力を学校に
！地

域の
力を学校に

！

子育て支援講座子育て支援講座
『わくわくすいはんき『わくわくすいはんき

クッキング』クッキング』

　
田
布
施
町
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

『
た
の
じ
』
は
、
子
育
て
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
柳
井
市
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る『
ご
は
ん
を
多
幸
会
』

と
一
緒
に
、
子
育
て
支
援
講
座
『
わ

く
わ
く
す
い
は
ん
き
ク
ッ
キ
ン
グ
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ご
は
ん
を
炊
く
力
を
身
に
着
け

る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自

分
が
家
族
や
ま
わ
り
の
人
の
役
に
立

て
る
の
だ
と
い
う
経
験
を
多
く
さ
せ

た
い
。」
と
考
え
て
お
り
、
令
和
３

年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
町
内
の
全
小
学
校

一
同
で
の
開
催
で
は
な
く
、
各
小
学

校
単
位
で
の
開
催
と
し
て
お
り
、
活

動
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
行

い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
実
習
室
で
お
米
の

と
ぎ
方
や
水
の
量
な
ど
、
ご
飯
を
美

味
し
く
炊
く
ポ
イ
ン
ト
を
『
ご
は
ん

を
多
幸
会
』か
ら
し
っ
か
り
教
わ
り
、

お
む
す
び
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
炊

飯
体
験
を
通
し
て
、
食
事
の
大
切
さ

や
、
無
理
な
く
自
分
た
ち
で
お
手
伝

い
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。ま
た
保
護
者
の
方
は
、

『
た
の
じ
』
と
和
室
で
子
育
て
に
つ

い
て
の
座
談
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
食
育
に
つ
い
て
の
紙
芝
居
を
見

た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
日

ご
ろ
の
思
い
や
悩
み
な
ど
を
み
ん
な

で
共
有
し
合
っ
た
り
と
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
会
が
進
み
、
保
護
者
同
士

の
横
の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
会
の
途
中
で
、
保
護
者
の

方
が
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
取
り

組
む
様
子
を
見
学
に
行
き
、
頑
張
る

姿
に
エ
ー
ル
を
送
る
な
ど
、
微
笑
ま

し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ど
ち

ら
の
部
屋
で
も
笑
顔
が
溢
れ
、
充
実

し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
無
事
に
お
米
が
炊
き
上
が
り
、
美

味
し
そ
う
な
に
お
い
が
広
が
る
お
弁

当
箱
を
持
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
満

面
の
笑
顔
で
和
室
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
場
で
食
事
が
で
き
な
い
の

は
残
念
で
す
が
、
自
宅
に
帰
っ
て
お

む
す
び
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
楽

し
い
家
庭
の
時
間
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
田
布
施
町
の
子
育

て
応
援
隊
と
し
て
、
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
『
た
の
じ
』
は
、
元
気
に
楽

し
く
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
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作
り
方

材
料（
４
人
分
）

　保健センターだより　
問保健センター　☎52-4999

　『食事がおいしく食べられなくなった』『疲れやすく何をするのも面倒だ』『体重が以前よりも減ってきた』
こんな傾向はフレイルかもしれません。年齢とともに体や心のはたらきが衰え、社会的なつながりが弱くなる
状態をフレイルといい、そのまま放置すると、要介護状態になる可能性があります。
　やりたいことや好きなことを続けていくために、日々の習慣を見直してフレイル予防の 3つのポイント『栄
養』『身体活動』『社会参加』を生活に取り入れ、できることから始めてみましょう。

いろいろ食べてフレイル予防いろいろ食べてフレイル予防

茄
子
の
お
か
か
炒
め

茄
子
に
は
体
を
冷
や
し
て
夏
バ
テ
を
防
い
で
く
れ
る
働
き
が
あ
り
、

さ
ら
に
皮
の
部
分
に
は
が
ん
の
抑
制
効
果
や
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

働
き
が
あ
る
の
で
、
皮
ご
と
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
と
て
も

簡
単
で
シ
ン
プ
ル
な
料
理
で
す
が
、
ご
飯
の
お
か
ず
に
ピ
ッ
タ
リ
の

味
で
す
よ
。

１人分の栄養価
エネルギー…45kcal
たんぱく質…1.9g　脂質…2.2g
カルシウム…29mg　塩分…0.7g

茄子	 3 本（300g）
オクラ	 6 本
かつお節	 小 1袋（2g）
バター	 10g
水	 50㏄
しょうゆ	 大さじ 1

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①
茄
子
は
ヘ
タ
を
と
り
、
一
口
大
の
乱
切
り
に
し
て
さ
っ
と
水

に
浸
け
、
ザ
ル
に
あ
げ
て
お
く
。

②
オ
ク
ラ
は
ヘ
タ
を
除
い
て
１
㎝
幅
の
輪
切
り
に
す
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
熱
し
、
①
と
②
を
炒
め
、
水
を
加

え
て
ふ
た
を
し
、
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

④
茄
子
が
し
ん
な
り
し
た
ら
、
し
ょ
う
ゆ
と
か
つ
お
節
を
加
え

て
炒
め
合
わ
せ
る
。

■フレイル予防の食事のとり方
① 3食しっかり食べる
② 1日に２回以上は主食・主菜・副菜を組み合
わせて食べる
※料理が大変なときは、市販の総菜や缶詰、レ
トルト食品なども活用しましょう。

③いろいろな食品を食べる
　　それぞれの食品に含まれる栄養素は１種類で
はないので、多様な食品を組み合わせることで、
必要な栄養素をまんべんなく摂取できます。

【 食品に含まれるたんぱく質量（例）】
　食パン（6枚切 1枚）…5.6g、ご飯１膳（150g）
…3.8g、鮭 75g…16.7g、豚ロース 50g…11.4g、
卵 1個…7.4g、豆腐 80g…5.3g、普通牛乳 200
㎖…6.6g、ヨーグルト１個（70g）…3.0g

④たんぱく質を含む食品を意識して摂る
　　60 歳を過ぎると筋肉の減少は加速します。
筋肉量を維持するために、たんぱく質を毎食バ
ランスよく食べましょう。

■高齢者が目標とする１日のたんぱく質量

年齢 性別 普段の
活動量

たんぱく質
目標量

65 ～ 74 歳
男 普通

低い
90 ～ 120g
77 ～ 103g

女 普通
低い

69 ～ 93g
58 ～ 78g

75 歳以上
男 普通

低い
79 ～ 105g
68 ～ 90g

女 普通
低い

62 ～ 83g
53 ～ 70g

※『活動量が低い』は、１日の大半を座って過ご
す場合のことです。

　朝食や昼食はパンだけなどと食事を簡単に済ませていると、たんぱく質は不足してしまいます。たんぱく質
が豊富に含まれている食品を足して、たんぱく質を補うように心がけましょう。

参考：厚生労働省『食べて元気にフレイル予防』
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～　たぶせの子育て応援団　～ 問町民福祉課　☎ 52-5810

～ ゆうなんこども家庭支援センター『ポコ・ア・ポコ』 ～

　子育てについての相談を受けたり、関係機関
と連携し地域で安心して暮らすことができるよ
うサポートする『ゆうなんこども家庭支援セン
ター「ポコ・ア・ポコ」』。
　『ポコ・ア・ポコ』とは、イタリア語で『少
しずつ』という意味で、「ひとつずつ少しずつ
でもいいから、自分が本当になりたいなと思う
方向に向かうように一緒にサポートをしていけ
たら」との思いからこの名前になりました。
　今回は、『ポコ・ア・ポコ』のスタッフとし
て活動されている、安村さんと内田さんにお話
を聞きました。

　
『
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
』
は
ど
の
よ

う
な
事
業
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
田
布
施
町
と
平
生
町
の
委
託
を
受

け
、『
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
』

と
し
て
、
妊
産
婦
の
方
や
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
、
子
育
て
家
庭
か
ら
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
が
地
域
で
健
や
か
に
成
長
す
る

た
め
に
、
地
域
資
源
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
電
話
や
来
所
、
訪
問
な
ど

で
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
で
も
で
き
ま

す
か
？

　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、「
ち
ょ
っ

と
心
配
な
ん
で
す
よ
」
と
い
っ
た
周

り
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
に
開
設
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
へ
の
周
知
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
。

今
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
保
健
師

さ
ん
と
一
緒
に
、
妊
婦
さ
ん
の
家
庭

訪
問
を
行
い
、
出
産
前
後
で
の
継
続

的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
子
ど
も
達

が
、
自
分
の
住
む
町
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
一
緒

に
な
っ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
思
い
切
っ
て
相
談
で
き
な
い
人
も

中
に
は
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
相
談
い
た
だ
く
こ
と

が
１
番
で
す
か
？

　
「
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と

に
か
く
相
談
す
る
」
で
す
ね
。
地
域

に
は
い
ろ
い
ろ
な
相
談
窓
口
が
あ
り

ま
す
。
民
生
委
員
さ
ん
や
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
町
民
福
祉

課
、『
１い
ち
は
や
く

８
９
』
と
い
っ
た
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
、
そ
し
て
『
ポ
コ・ア・ポ
コ
』

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
相
談
窓

口
が
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
の
、
周
知

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。
少
し
で
も
困
っ
た
な
、
気
に

な
る
な
と
思
っ
た
ら
、
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
支
援
の
第
１
歩
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
自
分
で
な
ん
と
か
し
な
い
と
」

と
か
「
ど
こ
に
言
っ
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
」
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
困
っ
て
い
る
こ
と

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
や
人
が

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
場
所
に『
ポ

コ
・
ア
・
ポ
コ
』
が
な
れ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
『
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
』
に
は
、
子

育
て
家
庭
の
親
子
が
集
う
場
も
あ
り

ま
す
。
憩
い
の
場
と
い
う
感
じ
で
、

情
報
交
換
を
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
親

同
士
話
を
し
て
い
る
と
、「
同
じ
悩

み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

い
い
方
法
が
浮
か
ん
だ
」
な
ん
て
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
子
育
て
が
初
め
て

の
人
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
初
め

て
の
経
験
で
す
よ
ね
。「
互
い
の
不

安
や
悩
み
を
話
し
、
み
ん
な
で
支
え

あ
っ
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
場

所
に
な
れ
れ
ば
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
』
の
活
動
を
今

後
ど
の
よ
う
に
広
め
た
い
で
す
か
？

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
と
し

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
し
っ

か
り
と
繋
が
る
よ
う
、
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来

的
に
は
、『
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
』
が
子

ど
も
達
の
ち
ょ
っ
と
し
た
居
場
所
に

な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
こ
れ
か
ら
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◀
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
安
村
さ
ん（
右
）と
内
田
さ
ん（
左
）

ゆうなんこども家庭支援センター
『ポコ・ア・ポコ』
☎56-7300（平生町曽根 10126-2）

ひらおボートパーク

至  田布施町

至  

平
生
町
中
心
街

約 500m約 500m

至  上関町

入口

南
す
お
う
大
橋

■周辺地図

＝ 居場所（憩いの場）・情報交換の場としても利用してほしい ＝



句
俳

短
歌

小
村
み
つ
枝

部
屋　

慈
音

久
光　

良
一

藤
井
千
恵
子

小
藤　

淳
子

約
束
追
い
か
け
て
走
る

初
夏
の
黄
昏
に
記
憶
く
す
ぐ
る
蛙
の
声

も
う
勝
手
に
生
き
さ
せ
て
貰
い
ま
し
ょ
う
コ
ッ
プ
酒

あ
な
た
へ
こ
の
花
一
輪　

笑
顔
に
会
い
た
い

人
生
を
誰
か
の
せ
い
に
し
て
し
ま
う
の
は
勿
体
な
い

周
防
一
夜
会

松
根
千
代
子

曽
我　

欣
行

田
村　

文
代

岡　
　

倫
子

不
揃
ひ
の
胡
瓜
の
並
ぶ
道
の
駅

青
田
風
文
鎮
に
置
く
海
の
石

浜
風
や
日
除
の
古
き
理
髪
店

子
の
描
く
一
枚
の
絵
に
雲
の
峰

麻
郷
俳
句
教
室

藤
田　

京
子

堀
部
伝
兵
衛

上
岡　

知
雄

吉
村　

京
子

河
村
美
喜
子

「
朝
釣
り
し
鮠は

や

の
絵
だ
よ
」
と
少
年
の

　
　

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
尾
が
は
ね
て
い
る

温
暖
化
ど
こ
に
消
え
た
か
寒
戻
り

　
　

別
れ
霜
降
る
八
十
八
夜

最
前
列
ロ
イ
ヤ
ル
席
の
ナ
イ
タ
ー
に

　
　

誘
い
し
友
は
思
わ
ず
声
も

不
都
合
な
者
は
消
さ
れ
て
ゆ
く

　
　

国
の
ト
ッ
プ
は
Ｋ
Ｂ
Ｇ
の
出
身

草
を
抜
く
野
良
着
の
母
の
浮
か
び
く
る

　
　

庭
な
り
は
げ
み
わ
れ
も
草
取
る

短
歌

【
お
詫
び
と
訂
正
】

７
月
号
の
句
お
よ
び
作
者
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
誤　

「
産
ん
で
く
れ
て
有
難
と
う　

今
な
ら
言
え
る
よ
」
小
林
み
つ
枝

◇
正　

「
産
ん
で
く
れ
て
有
難
う　

今
な
ら
言
え
る
よ
」 　

小
村
み
つ
枝
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もう一冊。
 イ ベ ン ト ド

リ
ト
ル
先
生
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
を
救
う

	

福
岡　
伸
一

ね
ず
み
く
ん
は
カ
メ
ラ
マ
ン	

上
野　
紀
子

は
じ
め
て
の
こ
ど
も
キ
ッ
チ
ン	

鈴
木　
薫

ル
ビ
ね
こ
と
旅
の
仲
間
た
ち	

野
中　
柊

ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
の
む
か
し
む
か
し

	

ジ
ェ
ー
ン
・
リ
オ
ー
ダ
ン

新
し
い
皮
膚
の
教
科
書	

豊
田　
雅
彦

ざ
っ
く
り
わ
か
る
簿
記
の
本	

宇
田
川
敏
正

子
ど
も
の
目
を
守
る
本	

三
木　
淳
司

お
う
ち
で
作
れ
る
実
験
ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ

	

ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ_

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｍ
ａ
ｄ
ｅ

わ
た
し
た
ち	

落
合　
恵
子

セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス	

篠
田　
節
子

星
屑	

村
山　
由
佳

児
童 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

おしゃべり箱おはなしの会
　９月24日（土）午前10時30分～
　図書館 2F 講座室にて

９月の
休館日

問田布施図書館　☎ 52-2288
HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

毎週月曜日、祝日、20日（火）
27日（火）～ 29日（木）
30日（金）蔵書点検

『かきごおり』
石津 ちひろ　作・植垣　歩子　絵

『掬えば手には』
　　　　　　　　瀬尾　まいこ　著

　『リカバリー力』があればミスは怖くな
い！だれでもリカバリー上手になれる公
式を解説し、『締め切りに遅れた』『準備
不足』『メールの誤送信』といったありが
ちな例の対処法を具体的に紹介する。

　中学３年生のときに、人の心を読め
るという特殊な能力に気づいた大学生
の匠。ところが、バイト先で出会った
常盤さんは、匠に心を開いてくれなく
て…。

　ギラギラギラギラと、太陽が照りつける
あっつい夏の日に食べたいのは、とびっき
りでっかい冷たいかきごおり！そのかきご
おりを食べにきたのは…？リズムのよいこ
とばとのびやかな絵で、読み聞かせにぴっ
たりな絵本。

『ミスを最大のチャンスに変える
リカバリーの技術』

　後田　良輔　著
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柳井警察署だより柳井警察署だより
問問柳井警察署　柳井警察署　☎☎ 23-011023-0110
　　https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/　https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/　
　site/police/10147.html　site/police/10147.html

theme

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

うそ電話詐欺に注意

≪9月行事≫
■施設開放　全員対象（平成31年4月2日以降生まれ）
　午前9時～午後3時30分
　（昼休み　午後12時15分～午後1時15分）
　土曜日　午前9時～午後12時15分
■調理実習
◇開催日時　9月22日（木）　午前10時～
◇よちよち対象　限定5組（要予約）
※予約は『おんとも』にて受付けます。
　　詳細は『おんとも』に問い合わせるか
　インスタグラムでご確認ください。

子育て支援センター
『おんとも』

問たぶせ保育園　☎53-1012

　『子育て支援センターおんとも』は、子育てサークルの開催や
育児相談など子育て家庭へのいろいろな支援を行っています。
■赤ちゃんサロン　午前 10 時～正午
【はいはい】あんよができるまでの赤ちゃん対象
【よちよち】あんよが上手にできる未就園児対象
【わくわく】よちよち、はいはい全員対象

　令和4年度は『挑戦～万里を照らせ４つの炎
～』のスローガンのもと、生徒一人ひとりがさ
らに活躍できる運動会を目指します。
　例年、町民の皆さまに参加、観覧を呼びか
けておりましたが、昨年度に引き続き新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
午前中開催とし、生徒の保護者、同居家族(小

学生以下)のみを観覧対象として実施する予定
です。
　また、練習期間中は放送などでご迷惑をお
かけすることもありますが、ご理解とご協力
のほど、よろしくお願いします。
◇日時　９月10日（土）　午前８時30分～
※雨天時は11日（日）に順延します。

問田布施中学校　☎ 52-2138第 65 回田布施中学校運動会

◇架空料金請求詐欺（名義貸しトラブル名目）
　　「介護施設や老人ホームへ入所する権利が
ある」、「権利を譲ってほしい」などと電話
があり、後日、権利を譲ったことは犯罪に
なるなどと脅し、解決費用料を名目に現金
をだまし取るもの。

◇還付金詐欺
　　市役所職員などをかたり、「介護保険料の
払戻しがある」、「ATMで手続ができる」な
どと言って、ATMへ誘導し、そこから犯人
に電話させ、うその操作を教示して送金さ
せ、現金をだまし取るもの。

◇被害防止のポイント
・「ATMで還付金手続」の電話は詐欺！警察
への通報をお願いします。

・だまされない対策（ナンバーディスプレイ・
留守番電話機能の活用、防犯機能付き電話
機の設置）をお願いします。

・留守番電話で相手の用件を聞いてから電話
に出ましょう。

・電話で、『お金』、『通帳』、『キャッシュカー
ド』、『振込』の言葉が出たら詐欺を疑って
ください。

1313

月 火 水 木 金 土

よちよち 開放 開放

開放 はいはい 開放 よちよち 開放 開放

開放 はいはい 開放 よちよち わくわく
（誕生会）

開放

敬老の日 はいはい 開放 よちよち
（調理実習）

秋分の日 休園

開放 はいはい 開放 よちよち 開放

1 2 3

8 9 105 6 7

12

19

26

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 30



2022　８/12 号2022　８/12 号

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

く ら し の 情 報

お 

知 

ら 

せ

【 『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

強
化
週
間 

】

　

山
口
地
方
法
務
局
お
よ
び
山
口
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学
校

に
お
け
る
『
い
じ
め
』
や
家
庭
内
で
の

児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
に
つ
い
て
、

『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』
に
よ
る

電
話
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

を
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一

人
で
も
多
く
の
人
か
ら
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
強
化
週
間

を
定
め
、
強
化
週
間
中
は
受
付
時
間

を
拡
大
し
て
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

な
お
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
悩
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
通
常
相
談
受
付
時
間（
平
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◇
強
化
週
間

　
８
月
26
日（
金
）～
９
月
１
日（
木
）

　
農
業
用
ネ
ッ
ト
な
ど
が
突
風
で
飛

ば
さ
れ
、
送
電
線
に
接
触
す
る
な
ど

の
停
電
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
限
ら
ず
、
農
業

用
ネ
ッ
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な

ど
、
風
で
飛
び
や
す
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
固
定
物
に
し
っ
か
り
と
結
び

つ
け
る
な
ど
の
対
策
を
十
分
に
実
施

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
鉄
塔
や

電
線
に
飛
散
物
の
接
触
を
発
見
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

【 

農
業
用
ネ
ッ
ト
な
ど
の

飛
散
に
ご
注
意
を
！ 
】

　
こ
れ
ら
の
手
当
は
、
在
宅
で
生
活

し
、
重
度
の
障
が
い
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
を
対
象
と
し
た
制
度

で
す
。

■
対
象
者

◇
特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
で
、
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
人
。

※
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病
院
や
診

療
所
に
入
院
し
て
い
る
人
や
施
設

に
入
所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◇
障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
。

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
障
が

い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

■
手
当
額

◇
特
別
障
害
者
手
当

　
月
額
２
７
，
３
０
０
円

◇
障
害
児
福
祉
手
当

【 

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て 

】
　
月
額
１
４
，
８
５
０
円

■
所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
ま
た
は
配
偶
者
、
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
を
超
え
た
場
合
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

■
手
当
を
受
給
す
る
に
は

　
診
断
書
な
ど
を
提
出
し
、
判
定
を

受
け
る

■
問
合
せ
先

・
山
口
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
・
総
務
室

　
☎
22
‐
３
７
７
７

・
町
民
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
52
‐
５
８
１
０

　
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
周
南

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
送
電
課

　
☎
０
８
３
４
‐
22
‐
７
６
１
５

・
平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
土
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
相
談
先

　
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

◇
問
合
せ
先

　
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
〒
７
５
３
‐
８
５
７
７

　
山
口
市
中
河
原
町
６
‐
16

　
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
２
９
５

1414

　
田
布
施
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
錢
谷
忠
義
さ
ん
と
谷
茂
子
さ
ん

が
、
７
月
１
日
に
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
行
っ

た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相

談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◇
身
近
な
相
談
事
例

・
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
な
ど

の
家
庭
内
の
も
め
ご
と

・
結
婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当

な
差
別

・
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
人

権
に
関
わ
る
相
談

【 

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱 

】
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
試
験
日（
光
市
会
場
）

　
11
月
19
日（
土
）

※
受
験
地
に
よ
っ
て
試
験
日
が
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
試
験
会
場

　

光
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い

ぱ
ー
く
光
ほ
か

※
光
市
会
場
は
乙
種
第
４
類
試
験
の

み
受
験
で
き
ま
す
。

◇
受
験
手
数
料

・
甲
種
６
，
６
０
０
円

・
乙
種
４
，
６
０
０
円

【 

危
険
物
取
扱
者
試
験
と準備

講
習
会 

】

1515

相　
談

◇
日
時　
９
月
15
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

◇
場
所　
役
場
３
階
会
議
室
A

◇
持
参
品

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
・
年
金
証
書
な
ど
）

・
相
談
者
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
※
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場
合
は

『
委
任
状
』お
よ
び『
代
理
人
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
』
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

【 

徳
山
年
金
事
務
所
年
金
相
談
会 

】

◇
日
時　
９
月
16
日（
金
）

　
午
後
３
時
～（
予
約
制
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
状
況

に
よ
り
、
開
催
を
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

◇
場
所

　
柳
井
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

　
（
柳
井
市
南
町
３
‐
９
‐
３
）

◇
内
容

　
不
妊
・
不
育
に
関
す
る
相
談
、
不

妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供

◇
対
象
者

・
不
妊
、
不
育
に
関
す
る
悩
み
や
ス

ト
レ
ス
を
お
持
ち
の
人

・
不
妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供
を

【 

不
妊
専
門
相
談
会 
】

・
生
活
騒
音
、
悪
臭
、
振
動
な
ど
近

隣
間
で
の
困
り
ご
と

・
借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ

る
不
当
な
要
求

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
名
誉
毀
損

※
本
町
で
は
、
岩
本
宏
司
さ
ん
、
長

迫
晃
さ
ん
も
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　
山
口
地
方
法
務
局
周

南
支
局

　
☎
０
８
３
４
‐
28
‐
０
２
４
４

◇
予
約
受
付
期
限（
完
全
予
約
制
）

　
９
月
14
日（
水
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
徳
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て『
１
』の

後
に『
２
』を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
人

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

◇
費
用　
無
料

◇
専
門
相
談
担
当
者

・
産
婦
人
科
医
師　
徳
山
中
央
病
院

山
縣
芳
明
先
生

・
臨
床
心
理
士
・
生
殖
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー　
佐
々
木
直
美
先
生

◇
申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

◇
申
込
期
限　
9
月
7
日（
水
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先　
柳
井
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
班

　
☎
22
‐
３
６
３
１

・
丙
種
３
，
７
０
０
円

◇
受
付
期
間（
書
面
申
請
）

　
９
月
２
日（
金
）～
15
日（
木
）

※
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。
詳
細

は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.

shoubo-shiken.or.jp)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
準
備
講
習
会

◇
日
時　
11
月
４
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
講
習
会
場

　

光
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い

ぱ
ー
く
光

◇
対
象
者　
乙
種
第
４
類
の
受
験
者

◇
募
集
人
数　
50
人（
先
着
順
）

◇
受
講
料　
７
，
０
０
０
円

　
（
光
地
区
防
災
協
会
加
入
事
業
所

の
受
講
者
は
４
，
０
０
０
円
）

◇
受
付
期
間

　
９
月
２
日（
金
）～
定
員
に
達
す
る

ま
で

※
受
講
料
と
と
も
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
願
書
配
布
・
申
込
み
先

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
中

央
消
防
署
東
出
張
所

■
問
合
せ
先

　
光
地
区
防
災
協
会
事
務
局
（
光
地

区
消
防
組
合
消
防
本
部
内
）

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２
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試　
験

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

1616

　
山
口
県
下
水
道
協
会
の
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
が
、

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
は
、
専
門
的
な
技

術
と
知
識
を
持
っ
て
い
る
責
任
技
術

者
の
い
る
指
定
工
事
店
で
の
み
行
え

ま
す
。

◇
試
験
日
時　
11
月
27
日（
日
）

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
午
後
１
時

40
分
）

◇
試
験
会
場

　
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

　
（
山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２
）

◇
申
込
期
間

　
８
月
29
日（
月
）～
９
月
15
日（
木
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
建
設
課
下
水
道
管
理
係

　
☎
52
‐
５
８
１
７

※
詳
細
は
山
口
県
下
水
道
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【 

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験 

】

◇
日
時　
９
月
14
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
45
分

◇
場
所

　
柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

大
ホ
ー
ル

◇
内
容

　
心
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
心
も
か
ら

だ
も
穏
や
か
に
な
ろ
う

◇
講
師

　
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
認
定
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

行
本
匡
子
氏

◇
対
象
者　
15
人（
先
着
順
）

◇
参
加
費　
１
０
０
円

◇
申
込
方
法

　
電
話
で
申
し
込
む（
要
申
込
）

◇
申
込
締
切
日　
９
月
７
日（
水
）

◇
そ
の
他

　
子
ど
も
同
伴
可
・
託
児
有

【 

第
２
回
講
習
会

イ
ラ
イ
ラ
し
な
い　
子
育
て
・
孫
育
て 

】

◇
日
時　
８
月
28
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所　
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

◇
対
象
お
よ
び
人
数

　
中
学
生
以
上　
10
人（
先
着
順
）

※
中
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。

◇
講
習
料　
５
，
４
０
０
円

※
中
学
生
は
無
料
で
す
が
、
同
伴
者

は
講
習
料
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

保
険
な
ど
は
各
自
で
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

◇『
Ｐ
Ｗ
Ｃ
レ
ス
キ
ュ
ー
』と
は

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を
使
用
し
た

救
助
法
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ

イ
ア
ン
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
に
よ
っ

て
考
案
さ
れ
た
最
新
の
救
助
技

術
で
す
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
に
ス
レ
ッ
ド

と
呼
ば
れ
る
浮
力
の
あ
る
ボ
ー

ド
を
取
り
付
け
、
水
上
オ
ー
ト

バ
イ
の
機
動
力
と
ス
レ
ッ
ド
に

よ
り
要
救
助
者
の
迅
速
な
救
出

を
可
能
に
し
ま
し
た
。

◇
内
容

　
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
ス
ピ
ー
ド
と

機
動
力
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

最
新
の
救
助
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で

【 

水
上
バ
イ
ク
で
人
命
救
助

（
Ｐ
Ｗ
Ｃ
レ
ス
キ
ュ
ー
）
体
験
講
座 

】

講
習
・
講
座

　
今
回
は
、
参
加
者
全
員
に
男
性
料

理
教
室
の
冊
子
を
差
し
上
げ
ま
す
。

そ
ろ
え
て
お
き
た
い
調
味
料
、
調
理

道
具
、
食
材
の
買
い
方
・
保
存
法
に

つ
い
て
の
お
話
も
し
ま
す
の
で
、
料

理
初
心
者
、
大
歓
迎
で
す
。

◇
日
時　
８
月
31
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

◇
持
参
物

　

材
料
費
５
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

◇
対
象
者

　
田
布
施
町
在
住
の
男
性

◇
募
集
人
数　
８
人（
先
着
順
）

◇
申
込
期
限　
８
月
29
日（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
‐
４
９
９
９

※
感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
実

施
し
、
作
っ
た
料
理
は
お
持
ち
帰

り
と
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
当
日

の
検
温
と
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
感
染
状
況
に
よ
っ
て

は
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【 

男
性
料
理
教
室
の
ご
案
内

～
田
布
施
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
～ 

】

人
命
救
助
、
防
災
意
識
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

◇
申
込
期
限　
８
月
22
日（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
総
務
課

企
画
係

　
☎
０
８
２
０
‐
74
‐
５
５
２
１

◇
問
合
せ
先

　
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー

　
☎
23
‐
０
６
６
８



広報たぶせNo.1031広報たぶせNo.1031

◇
対
象
者　
町
内
に
居
住
し
、
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
以
上

に
な
る
人

◇
内
容

【 

防
火
標
語
の
募
集
に
つ
い
て 

】

●印刷所　キッショウ株式会社　　　本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

… 人口 …
14,610 人
（増減 0人）

… 男 …
6,992 人
… 女 …
7,618 人
… 世帯 …
6,982 世帯

（７月１日現在）

人口と世帯

広
報
た
ぶ
せ
は『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
』を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
ぶ
せ
は『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
』を
使
用
し
て
い
ま
す
。

納期限内に納付しましょう

※やむを得ず納期限までに納付できない
事情のある人は、担当窓口にご相談く
ださい。

◇町県民税	 （2期）

◇国民健康保険税・介護保険料

　後期高齢者医療保険料	 （2期）

◇保育所保育料・児童クラブ保育料　  （8 月分）

◇町営住宅使用料・駐車場使用料　　（8月分）

◇対象および内容の問合せ先
町県民税・固定資産税・軽自動車税

………税務課　　　☎ 52-5804
国民健康保険税
介護保険料・後期高齢者医療保険料

………健康保険課　☎ 52-5809
保育所保育料および児童クラブ保育料

………町民福祉課　☎ 52-5810
町営住宅使用料および駐車場使用料

………建設課　　　☎ 52-5807
下水道受益者負担金

………建設課　　　☎ 52-5817

８月31日（水）
今月の納期限

募　
集

　
作
品
展
に
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

◇
応
募
資
格

　
山
口
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る
障

が
い
者

◇
応
募
作
品
部
門

　
絵
画
（
洋
画
・
日
本
画
・
俳
画
）、

書
道
、
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
・
携
帯

フ
ォ
ト
を
含
む
）、
手
工
芸（
和
洋

裁
・
編
み
物
・
貼
り
絵
な
ど
）
文

芸（
詩
集
、
随
筆
集・歌
集
な
ど
）、

俳
句
・
短
歌

※
大
き
さ
の
規
定
が
応
募
部
門
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
作
品
募
集

要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
作
品
に
つ
い
て

・
出
品
は
、
1
人（
1
団
体
）１
点

・
未
発
表
の
作
品
に
限
る

・
応
募
作
品
は
、
パ
ネ
ル
展
示
が
で

き
る
よ
う
額
装
す
る
こ
と

　
（
額
無
し
の
画
用
紙
、
半
紙
、
写

真
で
の
応
募
・
展
示
は
不
可
。
ガ

ラ
ス
パ
ネ
ル
や
重
量
の
あ
る
額
装

は
避
け
る
こ
と
）

・
申
込
者
が
分
か
る
よ
う
、
必
ず

梱
包
資
材
に
名
前
を
記
入
す
る
こ

と
。

【 

第
28　  
回
山
口
県
障
害
者
芸
術
文
化
祭

　
作
品
募
集 

】
◇
応
募
方
法

　
所
定
の
作
品
申
込
書
・
題
名
カ
ー

ド
に
記
入
し
、
提
出
す
る

※
作
品
申
込
書
・
題
名
カ
ー
ド
、
作

品
募
集
要
領
は
町
民
福
祉
課
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
期
限　
９
月
30
日（
金
）

※
応
募
す
る
場
合
、
９
月
16
日（
金
）

ま
で
に
、
町
民
福
祉
課
福
祉
係
へ

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
作
品
の
提
出
方
法

　
作
品
は
、作
品
申
込
書・題
名
カ
ー

ド
を
提
出
後
、
別
途
指
定
す
る
日

ま
で
に
町
民
福
祉
課
へ
持
ち
込
む

こ
と

※
文
芸
、
俳
句
・
短
歌
は
、
作
品
申

込
書
・
題
名
カ
ー
ド
と
と
も
に
９

月
30
日（
金
）ま
で
に
町
民
福
祉
課

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
先　
町
民
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
52
‐
５
８
１
０

◇
問
合
せ
先　
山
口
県
障
害
者
社
会

参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
５
４
３
２

　
次
の
内
容
に
関
す
る
標
語

・
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
）に
関
す
る
も
の

・
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の

・
炎
に
ふ
れ
て
も
火
が
つ
き
に
く

く
、
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎
エ
プ

ロ
ン
の
普
及
に
関
す
る
も
の

・
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の

（
山
火
事
予
防
に
関
す
る
も
の
は

除
く
）

◇
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
標
語
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月

日
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
応
募
す
る

※
応
募
は
１
人
１
点
と
し
、
自
作
で

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。

◇
応
募
締
切　
10
月
11
日（
火
）必
着

◇
入
賞
発
表

　
令
和
５
年
２
月
中
旬（
予
定
）

※
詳
細
は
、
光
地
区
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://119.city.

hikari.lg.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
・
問
合
せ
先

　
〒
７
４
３
‐
０
０
１
１

　
光
市
光
井
６
‐
16
‐
１

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
指
導
係

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

1717

※税と保険料について、メール配信サービスで納
期限をお知らせします。カレンダーのページの
QRコードから、『町からのお知らせ』のご登
録をお願いします。



１
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（城公）

16
（金）

■集団がん検診　8:30 ～ 16:00（里公）

２
（金）

17
（土）

■田布施西小学校運動会

３
（土）

18
（日）

■麻郷小学校運動会
■城南小学校運動会

４
（日）

19
（月）

５
（月）

■妊婦・育児相談（要予約）　10:00 ～ 12:00（西公）20
（火）

６
（火）

21
（水）

■ちびっこ広場（要予約）　10:00 ～ 11:30（西公）

７
（水）

■天体教室　19:00 ～ 21:00（中学） 22
（木）

■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（いきいき）

８
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき） 23
（金）

９
（金）

24
（土）

10
（土）

■田布施中学校運動会
■子ども食堂『らぶちゃん』（要予約）11:00 ～ 12:30（麻福）
■総合検診　8:30 ～ 16:00（西公）

25
（日）

■東田布施小学校運動会
■詩情公園クリーンアップデー　8:00～（地域交流館裏）

11
（日）

26
（月）

12
（月）

■集団がん検診　8:30 ～ 16:00（西公） 27
（火）

13
（火）

■集団がん検診　8:30 ～ 16:00（城公） 28
（水）

■こころの相談（要予約）　13:30 ～ 15:00（西公）

14
（水）

■集団がん検診　8:30 ～ 16:00（東公） 29
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）

15
（木）

■集団がん検診　8:30 ～ 16:00（スポーツセンター）
■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（里公）

30
（金）

■ちびっこ広場プラス（要予約）　10:00～11:00（西公）
■健康・栄養相談（要予約）　10:00～11:30（いきいき）

省
略
文
字

●中公：中央公民館　  　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　  　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校９９月のカレンダー

柳井港駅→
柳井駅

至 国道 188号線

旧NTT
柳井郵便局

柳井川

休日夜間
応急診療所

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）
※夜間診療はありません。

9:00 ～ 12:00
（受付 11:30まで）
13:00 ～ 17:00

（受付 16:30まで）
平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

19:00 ～ 22:00
（受付 21:30まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央1-10-17）

◇連絡先（診療時間内）
☎22-9001

【困】 困りごと相談
日時 ９月26日（月）
　　 10:00 ～ 15:00
場所 町役場会議室棟A
問 町民福祉課
　 ☎52-5811

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 10:00 ～ 12:00
（祝日・困りごと相談日除く）
場所 町社会福祉協議会
問 ☎53-1103

【心】

【困】
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● 編集・発行　田布施町役場　企画財政課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440番地 1

☎0820-52-5803
℻0820-53-0140

HP　　 https://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

QRコードを
読み取り、手
順に沿ってご
登録ください。

田布施町
メール配信サービス

【心】
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◇子ども食堂『らぶちゃん』の問合せ先
　田布施町社会福祉協議会　☎53-1103

◇各種、ちびっこ広場、検診の問合せ先
　保健センター　☎52-4999


